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敷地計画イメージ図（破線は既存建物を示す）

６月定例会概要

●
定
例
会
は
、
６
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日
間
で
開
催
さ
れ

10

19

10

ま
し
た
。

●
主
な
議
案
は
、　
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
２
件
な
ど
で

26

す
が
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
任
期
満
了
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
人
事
案
件
は

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
に
は
２
人
の
議
員
が
、
町
の
農
業
・
観
光
全
般
な
ど

に
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

●
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願
に
つ

い
て
は
不
採
択
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
早
期
設
置
の
請
願
は
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

●
議
員
発
議
に
よ
り
、「
庁
舎
等
整
備
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。　

　
当
局
か
ら
「
町
民
の
あ
ん
ぜ
ん
・
あ
ん
し
ん
、
自
然
 （木
材
） を
い
か

し
環
境
に
や
さ
し
い
施
設
」
を
基
本
理
念
と
し
て
平
成
　
年
度
完
成
予

30

定
の
白
鷹
町
役
場
庁
舎
等
整
備
基
本
構
想
 （案
） が
示
さ
れ
、
そ
の
調
査

研
究
と
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
う
た
め
、
議
長
を
除
く
全
員
 （　
人
 ） で
構
成
す
る
も
の
。

13

　
互
選
に
よ
り
委
員
長
に
遠
藤
幸
一
議
員
、
副
委
員
長
に
菅
原
隆
男
議

員
を
選
任
し
ま
し
た
。
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補正の主なもの

 

　
中
小
企
業
緊
急
金
融

対
策
事
業
費
は
２
８
７

号
線
の
地
す
べ
り
や
消
費
税
増
税

な
ど
の
影
響
を
考
慮
し
て
の
対
応

か
と
思
う
が
、
現
在
の
状
況
と
周

知
は
。

 

　
制
度
資
金
の
融
資
を

受
け
た
企
業
に
対
し
て

利
子
補
給
及
び
保
証
料
補
給
を
行

う
事
業
で
、
直
近
３
ヶ
月
の
売
り

上
げ
が
前
年
度
の
比
較
で
落
ち
込

議
員

当
局

ん
で
い
れ
ば
融
資
を
受
け
ら
れ
る

現
在
　
件
ほ
ど
見
込
ん
で
い
る
。

20

商
工
会
及
び
各
金
融
機
関
を
通
じ

て
周
知
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
内
容
と
事
業
採

択
件
数
は
。

 

　
宝
く
じ
の
収
益
を
原

資
と
し
て
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
や
強
化

を
目
的
と
し
た
事
業
に
助
成
さ
れ

議
員

当
局

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
度
は
滝
野

区
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
使

う
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
・
折
り
た

た
み
椅
子
等
の
備
品
購
入
を
行
う

も
の
。

　
本
町
の
場
合
は
お
お
む
ね
年
一

件
程
度
の
採
択
で
あ
る
。
各
地
区

に
要
望
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
申

請
を
し
て
い
る
。

 

　
観
光
施
設
災
害
復
旧

費
は
パ
レ
ス
松
風
法
面

議
員

崩
壊
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
工

事
の
途
中
で
崩
落
が
起
こ
り
現
在

も
亀
裂
箇
所
が
あ
る
。
今
後
ど
の

よ
う
な
安
全
対
策
を
と
っ
て
い
く

の
か
。

 

　
国
・
県
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、設
計
業
者
・

施
工
業
者
・
町
の
三
者
で
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
安
全
第
一
に
工
事

を
進
め
て
い
く
。

当
局

平
成
　
年
度
補
正
予
算

26

疑質

一般
会計 66666666661111111111999999999900000000006190万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円をををををををををを追追追追追追追追追追加加加加加加加加加加補補補補補補補補補補万円を追加補正正正正正正正正正正正

総額78億2635万円となる

企業支援や農業関連の補助事業
災害復旧費 などに

●
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
 

２
４
０
万
円

　
・
水
田
農
業
活
性
化
生
産
体
制
整
備
事
業
 

８
４
０
万
円

　
・
五
反
田
・
上
の
台
地
区
緊
急
農
村
防
災
対
策
事
業
 
１
２
６
０
万
円

　
・
企
業
立
地
促
進
事
業
 

１
０
０
０
万
円

　
・
中
小
企
業
緊
急
金
融
対
策
事
業
費
 

３
０
０
万
円

　
・
災
害
対
策
費
（
災
害
弔
慰
金
）
 

５
０
０
万
円

　
・
道
路
河
川
豪
雨
災
害
復
旧
事
業
費
 

６
４
６
万
円

　
・
観
光
施
設
災
害
復
旧
費
 

９
５
０
万
円

　
な
ど
で
す
。

●
財
源
は
国
・
県
支
出
金
、
繰
越
金
、
町
債
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

がんばっている地元企業
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一
般
質
問
（
こ
こ
が
聞
き
た
い
）

農
業
の
現
状
認
識
に
対
す

る
方
策
は

 

　
中
山
間
地
が
多
く
高

齢
化
が
進
み
、
担
い
手

不
足
で
農
村
の
地
域
を
ど
う
守
る

か
を
問
う
。

 

　
産
地
交
付
金
対
象
作

物
へ
の
誘
導
や
日
本
型

直
接
支
払
の
導
入
、
農
地
中
間
管

理
機
構
に
よ
る
農
地
の
集
積
な
ど

メ
リ
ッ
ト
措
置
を
十
分
に
生
か
し

た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。 

田
中

町
長

自
然
環
境
の
保
全
は

 

　
農
業
が
営
ま
れ
て
こ

そ
自
然
環
境
が
守
れ
る

と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

 

　
特
に
水
田
に
つ
い
て

は
、
出
水
調
整
や
土
砂

の
流
出
を
抑
え
る
役
目
を
持
つ
ほ

か
、
多
方
面
に
わ
た
り
国
土
保
全

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
考
え

る
。
農
業
・
農
村
を
守
る
こ
と
は

町
全
体
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
な
っ
て
農
地
の
維
持
保
全
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

い
と
認
識
を
し
て
い
る
。

中
山
間
直
接
支
払
へ
の
取

り
組
み
は
ど
う
か

 

　
現
在
、
交
付
金
は
個

人
配
分
４
割
未
満
、
共

同
取
組
み
６
割
以
上
だ
が
今
後
の

方
針
は
。

 

　
地
域
の
事
情
に

よ
り
共
同
取
組
み

に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
い

る
集
落
も
あ
る
。
地
域
の
話
し
合

い
の
中
で
進
め
て
い
け
る
よ
う
な

基
本
方
針
の
見
直
し
に
取
り
組
ん

田
中

町
長

田
中

農
林
主
幹

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

担
い
手
が
育
つ
環
境
作
り
は

 

　
担
い
手
が
す
す
ん
で

農
業
に
取
り
組
む
に
は

水
田
の
基
盤
整
備
が
必
要
と
思
う

が
。
 

　
田
畑
の
基
盤
整
備

等
々
は
莫
大
な
経
費
が

か
か
る
。
実
際
に
と
り
組
ま
れ
る

地
域
の
方
々
が
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
中
で
検
討
し
な
が
ら
、
農
地

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
協

力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
町
と
し
て
も

支
援
を
し
て
い
く
こ
と
は
考
え
ら

れ
る
。

新
た
な
事
業
へ
の
取
り
組
み
は

 

　
新
た
な
事
業
で
あ
る

農
工
商
観
連
携
で
の
農

と
食
に
よ
る
地
域
の
魅
力
創
造
事

業
の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

 

　
県
単
独
の
補
助

事
業
で
、
農
工
商

観
連
携
の
組
織
「
白
鷹
豆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。
町
の
振
興
作
物
の
枝
豆

の
加
工
を
主
と
し
な
が
ら
、
生
産

額
の
向
上
、
産
地
づ
く
り
、
ブ
ラ

田
中

町
長

田
中

農
林
主
幹

ン
ド
化
を
目
標
に
進
め
て
い
る
。

農
業
委
員
会
の
役
割
は

 

　
農
地
中
間
管
理
事
業

へ
の
か
か
わ
り
と
規
制

改
革
の
中
で
の
農
業
委
員
会
の
役

割
を
問
う
。

 

　
農
地
中
間
管

理
事
業
へ
の
具

体
的
な
か
か
わ
り
方
は
白
鷹
町
農

業
再
生
協
議
会
で
の
調
整
と
考
え

て
い
る
。
農
業
委
員
会
は
法
令
に

基
づ
く
許
認
可
業
務
の
ほ
か
優
良

な
農
地
の
確
保
及
び
有
効
利
用
、

農
業
者
の
意
見
を
踏
ま
え
た
政
策

提
案
な
ど
、
農
業
者
の
代
表
機
関

と
し
て
重
要
な
役
割
と
機
能
を

担
っ
て
い
る
。

田
中

農
業
委
員
会
会
長

中山間地域における
　　　　　農業振興への取り組みは
町長　農家所得の向上につながるように取り組んでいく

萩野ほ場整備地

田中　孝議員
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一
般
質
問
（
こ
こ
が
聞
き
た
い
）

観
光
４
シ
ー
ズ
ン
化
の
課

題
と
本
町
の
観
光
の
方
向

性
は

 

　
地
域
づ
く
り
型
観
光

と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
観
光
４
シ
ー
ズ
ン
化
の
課
題
や

本
町
の
観
光
の
方
向
性
を
問
う
。

 

　
こ
れ
か
ら
の
観
光
に

は
、
量
か
ら
質
へ
の
転

換
の
視
点
が
必
要
で
、「
見
る
」「
食

べ
る
」「
体
験
す
る
」「
交
流
す
る
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
新
し
い
魅
力

づ
く
り
に
努
め
滞
在
型
観
光
の
推

進
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
拡
大
を
基
本

に
展
開
し
て
い
き
た
い
。 

関町
長

天
然
記
念
物
や
文
化
財
の

保
存
は

 

　
県
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
た
桜
を
は
じ

め
、
地
域
に
あ
る
文
化
財
の
保
存

へ
の
考
え
方
を
問
う
。

 

　
文
化
財
や
天
然

記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
も
、
基
本
的
に
は
所
有
者
や

保
存
会
な
ど
で
維
持
管
理
す
る
も

の
だ
が
、
町
と
し
て
も
必
要
な
支

関
教
育
次
長

援
を
行
う
考
え
だ
。

 

　
地
域
の
方
や
専
門
家

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

保
存
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
き

対
応
し
た
い
と
思
う
。

旅
行
業
の
取
得
を
検
討
し

て
は

 

　
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
や
地
域
に
あ
る
観
光

資
源
を
い
か
し
て
地
元
密
着
型
の

観
光
を
推
進
す
る
の
に
、
い
ず
れ

か
の
機
関
で
旅
行
業
の
取
得
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

 

　
ど
こ
が
ど
う
い
う
形

で
と
は
言
え
な
い
が
、

ぜ
ひ
検
討
材
料
の
一
つ
と
し
た
い
。

事
務
局
長
は
兼
任
で
な
い

方
が
よ
い
の
で
は

 

　
町
の
観
光
協
会
と
商

工
会
の
事
務
局
長
が
兼

任
の
状
況
に
あ
る
が
兼
任
で
な
い

方
が
よ
い
の
で
は
。

 

　
産
業
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
３
年
。
産
業
戦

略
会
議
（
商
工
会
、
観
光
協
会
、

Ｊ
Ａ
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団
、
山

形
県
酪
農
業
協
同
組
合
）
で
情
報

町
長関町

長関町
長

交
換
を
し
な
が
ら
す
す
め
、
積
み

重
な
っ
て
き
て
い
る
な
か
で
、
今

は
兼
任
と
い
う
こ
と
だ
。

観
光
協
会
の
体
制
は

 

　
人
材
育
成
と
い
う
観

点
か
ら
の
職
員
体
制
の

検
討
や
法
人
格
の
取
得
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

 

　
人
材
を
確
保
す
る
こ

と
は
非
常
に
大
事
な
こ

と
だ
が
、
現
在
の
観
光
協
会
の
収

支
の
不
足
部
分
を
行
政
で
と
は
簡

単
に
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
法
人
格

を
取
得
す
る
か
し
な
い
か
の
検
討

は
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

関町
長

関　千鶴子議員

のどか村まつり

観光 ４ シーズン化の課題と方向性は
フォー

町長　滞在型観光の推進とリピーターの拡大が基本

滝野交流館にて
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
合
計
画
後
期
計
画
策
定
の

状
況
に
つ
い
て

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
を
無
作
為

に
選
ん
だ
と
は
ど
の
よ
う
に
し
た
か
。

 

　
代
以
上
を
対
象
に
男
女
比
を
同

20

じ
く
、
地
区
割
合
は
人
口
比
と
同
じ
く
実

施
し
た
。

 

前
期
計
画
を
振
り
返
っ
て
の
問
題

点
は
。

 

赤
ち
ゃ
ん
１
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
力
を
入
れ
て
き
た
が
、
出
生
数
が
下

が
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
特
定
検
診
も
目
標
達
成
で

き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
健
康
、
子
育
て
、

出
生
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

 

あ
な
た
が
望
む
白
鷹
町
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
化
と
の
関
連
は
。

 

前
期
計
画
を
踏
ま
え
、
今
後
の
視

点
と
合
わ
せ
て
後
期
計
画
を
考
え
て
い
く

と
と
も
に
、
庁
内
会
議
な
ど
で
方
向
性
を

委
員

当
局

委
員

当
局

委
員

当
局

示
し
て
い
き
た
い
。

役
場
庁
舎
等
整
備
基
本
構
想
 
（
案
）

に
つ
い
て

 

有
利
な
財
源
が
あ
る
と
の
説
明
を

受
け
た
が
、
な
ぜ
今
な
の
か
。

 

震
災
を
体
験
し
今
後
の
方
策
を
練

る
う
え
で
、
耐
震
に
数
億
円
か
か
る
こ
と

か
ら
、
庁
舎
の
建
築
を
決
断
し
た
。
有
利

に
運
ぶ
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
制
度
を
活

委
員

当
局

用
で
き
る
か
の
視
点
で
取
組
ん
で
き
た
。

 

現
在
の
庁
舎
維
持
費
と
今
後
の
維

持
費
は
検
討
し
た
の
か
。

 

　
年
ベ
ー
ス
で
、
現
在
の
庁
舎
は

25

約
２
８
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。
新
庁

舎
は
光
熱
費
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

気
密
性
の
建
物
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
で

参
考
に
な
っ
た
も
の
は
。

 

県
産
木
材
又
は
町
内
産
木
材
を
使

用
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
を
す
る
べ

き
と
の
意
見
に
よ
り
木
造
と
し
た
。

コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
化
に

つ
い
て

 

地
区
公
民
館
と
分
館
の
関
係
は
今

ま
で
と
同
じ
か
。

 

分
館
と
の
関
係
や
人
事
は
こ
れ
ま

で
同
様
で
分
館
長
と
書
記
の
手
当
は
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
で
と
考
え
て
い
る
。

 

コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ

後
の
職
員
の
支
援
体
制
は
。

 

で
き
る
だ
け
蓄
積
の
あ
る
職
員
の

支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
。

委
員

当
局

委
員

当
局

委
員

当
局

委
員

当
局

進行する人口減少と新たな行政課題に
適切に対応を
進行する人口減少と新たな行政課題に
適切に対応を

総務厚生常任委員会総務厚生常任委員会

　
６
月
　
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い

17

ま
し
た
。
説
明
事
項
と
主
な
質
疑
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。

未来のたからたち
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

有
限
会
社
ケ
イ
エ
ス
し
ら
た
か
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

 

保
育
士
の
派
遣
に
つ
い
て
は
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

現
在
は
保
育
士
の
派
遣
は
行
な
っ

て
い
な
い
、
当
局
と
協
議
し
な
が
ら
方
向

性
を
示
し
て
い
き
た
い
。

委
員

当
局

地
域
情
報
化
計
画
に
基
づ
く

情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て

　
情
報
セ
ン
タ
ー
が
行
な
っ
て
い
た
プ
ロ

バ
イ
ダ
事
業
に
つ
い
て
は
白
鷹
町
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
財
団
に
委
託
し
て
行
な
っ
て
い
た

が
、
町
が
実
施
し
て
い
く
意
義
は
薄
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
民
間
事
業
者
の
日
本
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
・
長

井
市
）
に
よ
る
運
営
に
移
行
す
る
。

町
誕
生
　
周
年
記
念
事
業
に

60

つ
い
て

記
念
式
典
　
平
成
　
年
　
月
５
日
 （日
）

26

10

記
念
イ
ベ
ン
ト

〇
我
が
家
の
お
宝
展

　
　
　
　
　
　
８
月
２
日
～
８
月
　
日
24

〇
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
展

　
　
　
　
　
　
９
月
　
日
～
　
月
　
日

27

10

26

〇
葛
飾
北
斎
展

　
　
　
　
　
　
　
月
８
日
～
　
月
７
日

11

12

会
場
　
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
ー
む

大
規
模
養
豚
場
悪
臭
問
題
特
別
委
員
会

　
６
月
　
日
に
特
別
委
員
会
が
開
催
さ

10

れ
、
大
規
模
養
豚
場
の
状
況
に
つ
い
て

当
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

４
月
　
日
に
町
と
東
根
地
域
住

30

民
と
養
豚
業
者
に
よ
る
東
根
環

境
保
全
会
議
が
開
催
さ
れ
、
会

長
に
副
町
長
、
副
会
長
に
小
山

沢
区
長
と
土
地
改
良
区
地
区
代

表
理
事
が
選
出
さ
れ
た
。

　
蔵
王
フ
ァ
ー
ム
の
視
察
に
お

い
て
、
脱
臭
装
置
は
強
力
な

フ
ァ
ン
で
臭
い
を
一
ヶ
所
へ
集

め
、
水
及
び
バ
ー
ク
の
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
し
て
排
出
す
る
も
の

で
、
臭
い
を
抑
え
る
効
果
は
大

き
い
と
報
告
を
受
け
た
。
白
鷹

に
も
い
ず
れ
導
入
予
定
と
い
う

考
え
で
あ
っ
た
。
施
設
の
現
状

は
、
５
月
で
汚
物
処
理
が
終
了

し
洗
浄
を
開
始
し
て
い
る
状
況

で
、
洗
浄
後
に
消
毒
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
豚
の
導
入
は
流
行

性
下
痢
の
関
係
で
明
確
な
時
期
は
示
せ

な
い
状
況
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

コミニティーセンター視察研修（十王地区）

豚舎内視察風景
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コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に

つ
い
て

 

コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た

場
合
の
公
民
館
使
用
料
は
。

 

条
例
で
定
め
一
律
と
考
え
て
い
る
。

使
用
料
は
指
定
管
理
者
の
収
入
に
な
る
。

 

コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
が
積
極

的
に
事
業
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
と
、
責

任
も
重
大
と
な
る
が
ど
う
な
る
の
か
。

 

指
定
管
理
の
関
係
に
な
る
が
、
町

の
施
設
な
の
で
、
町
の
責
任
も
あ
る
が
指

定
管
理
者
の
適
切
な
管
理
が
重
要
と
考
え

る
。

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

 

借
り
受
け
た
農
地
の
管
理
費
は
ど

う
な
る
の
か
。

 

中
間
管
理
機
構
が
一
旦
土
地
を
借

り
受
け
て
、
借
り
手
が
見
つ
か
る
ま
で
管

理
機
構
が
管
理
し
、
管
理
費
に
つ
い
て
国

委
員

当
局

委
員

当
局

委
員

当
局

が
交
付
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

一
般
財
団
法
人
白
鷹
町
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
財
団
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

 

前
年
度
比
の
給
与
手
当
が
増
加
し

て
い
る
要
因
は
。

 

正
社
員
の
４
人
増
や
、
パ
ー
ト
職

員
の
増
員
に
よ
る
も
の
。

 

株
式
会
社
に
す
る
計
画
は
あ
る
か

 

法
人
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
理
事
会
で
も
検
討
し
て
い
る
。

 

経
営
判
断
は
理
事
会
側
と
密
に
話

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

 

経
営
全
般
に
つ
い
て
は
理
事
会
。

評
議
員
会
に
つ
い
て
は
理
事
の
選
任
等
で

あ
る
。

観
光
交
流
大
使
の
委
嘱
に
つ
い
て

 

交
流
人
口
の
増
加
に
影
響
力
の
あ

る
方
た
ち
と
思
う
。
失
礼
の
な
い
よ
う
な

処
遇
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

 

産
業
と
し
て
観
光
を
捉
え
て
い
る

交
流
人
口
を
増
や
す
趣
旨
か
ら
も
観
光
交

流
大
使
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
頑

委
員

当
局

委
員

当
局

委
員

当
局

委
員

当
局

張
り
た
い
。

白
鷹
町
土
地
開
発
公
社
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

 

 深
 
し
ん

 山
 住
宅
用
地
の
売
却
は
ど
う

ざ
ん

な
っ
て
い
る
の
か
。

 

用
地
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
方

に
交
渉
中
で
あ
る
。

委
員

当
局

各課の連携により早期の災害復旧
推進を
各課の連携により早期の災害復旧
推進を

産建文教常任委員会産建文教常任委員会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　
６
月
　
日
に
所
管
事
務
調
査
と
現
地

18

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
説
明
事
項
と
主

な
質
疑
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

国道287号災害現場
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平
成
　
年
７
月
豪
雨
災
害
の

25

復
旧
状
況
等
に
つ
い
て

 

パ
レ
ス
松
風
露
天
風
呂
う
ら
斜
面

の
再
崩
落
に
つ
い
て
、
設
計
・
施
工
等
検

委
員

証
し
た
と
思
う
が
、
最
終
的
な
原
因
を
ど

の
よ
う
に
捕
ら
え
て
い
る
の
か
。

 

原
因
は
雨
が
浸
透
し
盛
土
が
崩
壊

し
た
と
捉
え
て
い
る
。

 

ま
た
同
じ
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
は

当
局

委
員

な
い
の
か
。

 

全
体
が
崩
れ
る
な
ら
何
か
原
因
が

あ
る
と
思
う
が
、
今
回
は
部
分
的
な
も
の

だ
っ
た
た
め
崩
れ
た
部
分
を
押
さ
え
る
こ

と
を
判
断
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

学
校
統
合
の
準
備
状
況
に
つ
い
て

　
統
合
中
学
校
の
状
況
は
校
章
に
つ
い
て

は
決
定
し
、
昇
降
口
棟
及
び
普
通
教
室
棟

は
完
了
。

　
町
民
武
道
館
は
平
成
　
年
１
月
の
供
用

28

開
始
を
予
定
。

草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
に

つ
い
て

　
粗
飼
料
生
産
へ
の
取
り
組
み
で
、
新
た

な
飼
料
基
盤
の
確
保
や
転
作
田
・
稲
わ
ら

資
源
等
の
活
用
に
よ
り
、
足
腰
の
強
い
酪

農
経
営
を
育
成
し
経
営
の
安
定
向
上
を
は

か
る
。

当
局

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　
５
月
　
日
区
長
会
連
合
会
（
８
人
）

30

と
議
会
代
表
（
７
人
）
が
議
会
活
性
化

に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

６
月
　
日
に
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

10

区
長
会
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会
の
報

告
と
今
後
の
進
め
方
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
開
催
さ

れ
、
区
長
会
連
合
会
で
の
個
人
的
意
見

と
し
て
は
、
定
数
は
現
状
の
ま
ま
で
よ

い
の
で
は
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
区
長
会
だ

け
で
な
く
、
も
っ
と
意
見
を
伺
っ
た
ほ

う
が
良
い
と
の
意
見
が
大
多
数
で
あ
り

ま
し
た
。

西高玉の桑畑が大豆畑に変身

研修会風景
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外
郭
団
体
の
経
営
報
告

一般財団法人 白鷹町アルカディア財団 理事長 五十嵐　政　司

　平成25年度は「一般財団法人」への移行２年
目として、引き続き「ICT技術を用いた住民活
動のサポート事業」と「住民の健康づくりサポー
ト事業」を活発に行った。
　経営改善３カ年計画の２年目という重要な年
であったが、町内全域に甚大な被害をもたらし
た７月豪雨により、露天風呂やゴルフ練習場の
閉鎖、菖蒲萩野線の通行止めなど、営業に大き
な影響を受けたこともあり、収入合計は３億
3537万円で前年比1048万円減となり、963万円
の赤字となった。 

○主な項目の利用者数

　宿　泊 8716人 （前年比90人減）
　宴　会 ２万2904人 （前年比81人減）
　入　湯 ６万7903人 （前年比3098人減）
○主な項目の売上金額

　宿　泊 7251万円 （前年比330万円減）
　飲　食 １億2421万円 （前年比655万円増）
　入　湯 1280万円 （前年比 50万円減）
　売　店 2168万円 （前年比351万円減）
　屋　外 603万円 （前年比 45万円減）

ケイエスしらたか 代表取締役 藤　島　　　丈

　平成25年度は、保育士の業務が無くなり、町
立病院、訪問看護ステーション、町民課からの
業務受注により、収入合計は7975万3224円、
当期純利益は7856円となった。
 

○理　事　 2人（非常勤、無給）
○職　員　25人
　　　　　病院医療事務員 11人
　　　　　病院事務補助員 5人
　　　　　病院調理師 7人
　　　　　訪問看護医療事務員 1人
　　　　　国民健康保険医療事務員 1人

理事長 舩　山　　　仁白鷹町土地開発公社

　平成25年度は、公有地取得事業については平
成20年度に取得した福祉用地（5,900㎡）を売
却して事業を完了した。あっせん事業について
は四季の郷住宅用地の管理業務を行った。
　事業収益に受取利息などを加えた収入金額は
9174万8415円で、事業原価や一般管理費を差
し引いた当期利益は644万8751円となった。

○事業資産

　深山住宅用地（2,946㎡）440万7145円 四季の郷 分譲地
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人
事
・
契
約
・
条
例
・
請
願

■
白
鷹
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正

　
　
災
害
派
遣
手
当
の
支
給
対
象
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
及
び
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
職
員
を
加
え
る
も
の
。

■
白
鷹
町
医
療
給
付
事
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
の
対
象
者
に
、
現
に
配
偶
者
に

保
護
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
者
及
び
そ
の
子
を
加
え
、
医
療

費
の
助
成
を
行
う
も
の
。

す
べ
て
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

人事
　任期満了にともな
う固定資産評価審査
委員に江口信利氏
（箕和田）が引き続き
選任され、全会一致
で同意しました。

条　例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
査
の
結
果
は
ど
う
な
っ
た

採
択
さ
れ
た
請
願

■
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
早
期
実
現
の
請
願

　
　
　
　
請
願
者
　
社
会
福
祉
法
人
　
白
鷹
こ
ぶ
し
会

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
時
　
田
　
　
　
進

　
　
採
択
す
る
事
に
全
員
賛
成

不
採
択
に
な
っ
た
請
願

■
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
請
願

　
　
　
　
請
願
者
　
西
置
賜
革
新
懇
話
会

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
世
話
人
　
今
　
泉
　
義
　
憲

　
　
採
択
す
る
事
に
賛
成
１
人
、
反
対
　
人
12

賛
成
意
見

　
特
定
秘
密
保
護
法
は
、衆
・
参
院
の
審
議
期
間
が
１
ヶ

月
と
い
う
審
議
不
十
分
の
ま
ま
強
行
可
決
さ
れ
た
も
の

特
定
秘
密
の
範
囲
が
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
重
大
な
の
は

秘
密
を
指
定
す
る
の
が
行
政
機
関
の
長
で
、
秘
密
の
範

囲
を
い
く
ら
で
も
広
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
わ

れ
る
こ
と
。「
国
民
の
知
る
権
利
の
保
障
に
資
す
る
報

道
ま
た
は
取
材
の
自
由
に
十
分
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
る
が
「
知
る
権
利
を
保
障
す
る
」
と
は

な
い
こ
と
を
も
っ
て
請
願
採
択
の
賛
成
討
論
と
す
る
。

請
 願

■７月18日豪雨災パレス松風法

面崩壊災害復旧工事請負契約の

一部変更

○工事を実施した結果、設計の一部
を変更して実施する必要が生じた
ことに対応する。

○契約金額に1238万5440円を加え、
7502万5440円とする。

パレス松風露天風呂うら斜面崩落現場

契約
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編

集

後

編

集

後

記

追跡追跡追跡追跡追跡 ―あの質問のゆくえ―

 保育園保育料の負担軽減は

　保育園に３人同時に入所の場合、３
人目が無料だが、同時入所でない場合
も無料にしてはどうか。
（平成24年12月議会）

 第３子無料化を検討

　県内の他市町村の動向、実施した場合の
町財政への影響を確認して、第３子無料化
の検討を進めてまいります。

 第３子無料化の実施

　子どもを産み育てやすい環境づくりとして、多子世帯の保育料
負担軽減をはかるため、平成25年度より多子世帯子育て応援事業
として中学３年生以下の子どもが３人以上いる家庭における第３
子以降の子どもの保育料を無料にしています。平成25年度は児童
数76人、保育料軽減額1861万8千円となりました。

当
局
答
弁

どうなっている

さくらんぼ狩りを楽しむ
さくらの保育園児

佐藤　京一
委員長

印刷・長谷川印刷

　

昨
年
11
月
、
県
天
然
記
念
物
指

定
古
典
桜
が
薬
師
桜
を
含
め
て
７

本
に
な
り
、
数
々
の
古
木
、
巨
木

が
点
在
す
る
国
内
唯
一
の
「
古
典

桜
の
里
」
が
自
慢
の
町
で
す
。

　
「
こ
の
町
は
ど
こ
に
い
っ
て
も
、

桜
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
」

観
光
客
の
方
か
ら
も
度
々
聞
こ
え

て
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
桜
い
っ
ぱ
い
の
町
を
め

ざ
し
て
「
古
典
桜
の
里
基
金
」
を

設
け
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

古
典
桜
を
守
り
な
が
ら
、
記
念

の
植
樹
や
、
荒
れ
た
山
林
、
山
里

へ
の
植
林
、
又
、
桜
に
関
連
し
た

事
業
等
々
。
桜
の
原
種
と
い
わ
れ

る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
の
力
を
お
借
り

し
、
１
０
０
年
計
画
の
も
と
、
こ

の
町
な
ら
で
は
の
事
を
す
す
め
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
新
野
久
子
）

編

集

後

編

集

後

記

編

集

後

記

　

昨
年
の
集
中
豪
雨
の
災

害
も
ま
だ
ま
だ
復
旧
に
時

間
が
か
か
る
よ
う
で
す
が
、

本
格
的
な
梅
雨
の
時
季
が

来
る
こ
と
に
不
安
が
募
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、「
あ
り

の
ま
ま
に
」「
わ
か
り
や
す

く
」「
住
民
と
と
も
に
」
が

基
本
で
あ
り
、
当
議
会
に

お
い
て
も
早
く
か
ら
本
議

会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
で
、
議
会
の
活
動
状
況

を
広
く
公
開
し
て
い
る
中
、

議
会
広
報
誌
の
役
割
と
し

て
、
議
員
活
動
や
行
政
の

情
報
公
開
の
媒
体
と
し
て

の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

新
し
い
事
業
等
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
と
皆
様
の
ご

意
見
や
ご
要
望
を
広
く
公

開
す
る
と
と
も
に
、
町
民

の
方
々
と
共
に
つ
く
る
広

報
誌
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。《

奥
山
》

広報委員
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山田　　仁
副委員長・編集長

小口　尚司
委　員

新野いく子
委　員

奥山　勝吉
委　員

次
の
定
例
議
会
は

で
す

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
で
議
会
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
録
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を

議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

月
９

八乙女ヶ丘のあじさい
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